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食べられる新聞「昆布新聞」* で北海道をコブする
　

　株式会社トーモクは、北海道の特産物である昆布を使用した食べられる新聞、「昆布新聞」*で北海道を包み、
さらに鼓舞します。
「昆布新聞」*は、北海道新聞社が80周年記念として、生産量日本一を誇る北海道の昆布をそのまま使用し、
「北海道をコブしたい」をテーマに北海道の活気づけを意図した企画です。
　北海道を発祥の地とする当社は、さらに「北海道をコブしたい」、「昆布のように粘りのある技術力・営業力で
お客様の思いを吸い上げたい」という思いから北海道新聞社の企画に賛同しました。
　北海道の重要な水産産業で、その水産資源の一つである函館真昆布を使用することは、当社が選定した
SDGsマテリアリティの一つである「地域コミュニティの発展」に繋がります。また、11月1日付発行の北海道
新聞社朝刊にも全面広告を打ち出し、北海道をさらに活気づけます。

*北海道新聞社が開発した、史上初の読んでも食べてもためになる新聞。函館真昆布を使用し、卵殻由来の可食インクで出力した

ことで食べられる新聞を実現した。適したサイズ（A4相当）の確保と印刷が困難であったが、一度水分を添加してから、印刷、

乾燥を行う昆布専用の技法を新たに開発することにより発行が可能となった。 

多くのお客様とのお取引から得た
様々な分野の物流ノウハウをもと
に新たなノウハウを生み出し、お
客様から信頼される企業を目指し
ます。物流を取り巻く環境が大きく
変化するなかで、㈱トーウンは、飲
料輸送トップクラスの物流品質を
基盤として、新たな視点を取り入
れ、様々な課題にお客様とともに
取り組んでまいります。

運輸倉庫事業

環境や社会にやさしく、ビジネスと暮らしを包み、安全にお届けする

人々が大切にするものをやさしく「つつみ」「つなぎ」、心豊かな未来を実現する
「包む」とは、送り手が大切に想うものを慈しみ、守り、相手に敬いの心を表現する行為で、日本人が受け継いできた一つの文化です。

北海道創業のトーモクグループは、その「包む」を事業の中心に据え、循環型社会をベースとして、環境にもやさしく、お客様の大切な商品の「品質」を包み、

消費者の皆様にとっての「価値」を包み、人々の豊かな「暮らし」を包み、それを安全につなぎ（運び）、心豊かな未来を実現します。

北海道を包み鼓舞。

「安全」に届ける

北海道で
生まれ育った

製造、物流、店頭などの多彩な
シーンに高品質、多機能、高付加
価値な段ボール・紙器製品を提
供しています。一歩先を見つめ、新
しい時代をリードする技術開発
で、お客様の商品に新しい価値を
付加するパッケージ。㈱トーモク
は、段ボール・紙器に関するあらゆ
る要望にお応えできる、お客様の
「ベストパートナー」を目指します。

段ボール・紙器事業
「品質・価値」を包む

㈱スウェーデンハウスは、創業40周年を
迎え、これまで4万世帯を超えるお客様
と携わることができました。北海道では、
当別町の大規模分譲地、スウェーデンヒ
ルズ、スウェーデンガーデン当別太美を
展開。苫小牧や北円山など10ケ所でモ
デルハウスを提供、北欧住宅の雰囲気
をこだわりのモデルハウスでご体験くだ
さい。また、札幌、苫小牧など17ケ所に
おいても分譲住宅を展開しております。

住宅事業
「暮らし」を包む


